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北海道沼田町に滞在&研修しました 

 

6月末から、知人が住む北海道雨竜郡沼田町で研修を行いつつ、１週間滞在して

きました。現地の方々や生活に触れ、見分が広がる滞在でした。 

 

☆3 町広域振興協議会での研修 

 昨年設置された、沼田町＋幌加内町＋小平町の 3 町で広域振興協議会の主催

で、3町の職員の方々の交流を兼ねた合同研修会を行いました。 

 北海道内の町が抱える共通の課題を出し合い「町民の幸せ」の実現にむけた

政策づくりの一歩を踏み出す研修のお手伝いができました。 

 たいへん光栄で貴重な場面に参加することができました。 

 

☆コミュニケーション研修 

 沼田町の職員の方々に 2回に分けてコミュニケーショ

ン研修を行いました。1回目は「個人：個人」、「自分の

常識は相手の非常識」価値観は人それぞれ違うねという

ことを掘り下げて考えてみました。2回目は「グループ

内」のコミュニケーションにスポットを当て、相乗効果

を生み出すにはファシリテーションのスキルが役立つ

ねということを体験しました。 

 

☆参加した感想は？ 

・ 対話の時間では、何を話してもいいのだ。むしろ、何でも話したほうがい

いということがわかった。 

・ コミュニケ－ヨンは、価値観の違いを認めることから始まるのだと思った。 

・ 今後の政策をつくるときに、参考にしたい。 

などなどのご感想をいただきました。 

 

☆沼田町について 

・町長は、21世紀型リーダーと言われるファシリテーター型リーダーで、町

民の意見を集めて政策を作り、実行しています。職員の方々にも是非、こ

のスキルを知ってほしい、活用してほしいと呼んでくださいました。 

・沼田町には、町の住民や職員方々が気がついていない素敵なスポットや暮

らし方がたくさんありました。 

・「よそもの」がそれらをお伝えすることも大切だぁと実感しました。 

このような機会をくださった町長に感謝しています。 


